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令和３年度トレーナー研究集会にあたって 

 

                         公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

          日本連盟ディレクター  栗 田 哲 郎 

 

 平素より日本連盟トレーニングチームの皆様におかれましては、各種指導者訓練および個別支

援等のご奉仕を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、様々な生活様式が変わり、スカウ

ト活動もオンラインを多様に使い、今までとは違ったスカウト活動になったことと思います。 

 トレーナーの皆様も、今までとは違った指導者への支援となったと思います。この経験は、や

りたくても望んでできることではありません。前向きに考え、新しい方法によって支援が出来る

ように考え、実行していただきたいと思います。まだまだ新型コロナウイルスの終息が見えない

状況ではありますが、衰退すること無く、トレーニングチームの活性化を進めてまいります。本

運動を活性化をする為には、自らのスキルアップとして、知識、技能、心構えを主軸とした自己

開発が必要となります。常に、モチベーションアップできるように、自らがトレーニングを行い、

資質の向上を目指してください。 

さて、日本連盟は今年で１００周年を迎えます。２０１６年からはじまりました、長中期計画

に沿って、様々な取り組みをしてきました。日本のスカウト運動を活性化させ、「ベターワールド」

の実現に向けて「活動的で自立したスカウトを育てる」ことを目標に進めて来ましたが、どれも、

トレーナーとして担う部分が多く本運動に必要不可欠なスカウティングの定義、目的、原理を実

践的に取り入れながら、指導者の資質向上をねらいとしてきました。トレーナーとしては、指導

者訓練の手法を研究し、より良き訓練への支援をおこなうことが必要となります。 

また、日本連盟として１００年間、ボーイスカウトとしての本質的な事を伝承してきました。

しかし、伝えてきたはずの本質が薄れてきているように感じます。多くの指導者は、定義、目的、

原理を、よく理解をしないままスカウティングを行っているのが現実であります。本来のスカウ

ティングをおこなっていれば、楽しい活動ができ、スカウト数も増え、活性化しているはずです。 

今やらなければ、未来のボーイスカウトが無いのではと強く感じています。今一度、この活動

の基本となる本質を、指導者へ伝えなければなりません。よって昨年に引き続き、トレーナーの

資質の向上をより強固にすることといたします。 

よって、今年度のトレーナー研究集会の、研究テーマを「指導者訓練の手法について」「トレー

ナー資質の向上につながる研修企画について」と設定しました。本研究が、指導者の指導力や教

育力のより一層の向上に役立つものになりますことを期待するとともに、本研究集会が現場でご

努力をいただいている指導者の皆様、またスカウトたちのために実りあるものとなるよう、お取

り組みいただきたくお願いいたします。 

最後になりましたが、今年度をもってトレーナーを退任される皆様におかれましては、長年の 

ご奉仕に深く感謝の意を表しますとともに、今後もスカウトや指導者のためにご支援賜りますよ 

うお願い申し上げます。 
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令和３年度指導者養成関係事業の主な取り組み報告 

 
１．指導者の質を高めるため指導者養成体制の充実を図る 

（１）指導者訓練体系に基づく各種訓練の実施（令和３年１２月末現在） 

 令和３年１２月現在の定型訓練開設状況は以下の通り。ウッドバッジ実修所、団委員

実修所の開設状況は別表参照。 

 

① ボーイスカウト講習会（各地） 

② ウッドバッジ研修所 スカウトコース（１９コース） 

基本型１７コース、一括型０コース 

③ ウッドバッジ研修所 課程別研修（一括型開設分を含む） 
ＢＶＳ課程１０回、ＣＳ課程１１回、ＢＳ課程１３回、ＶＳ課程８回 

④ 団委員研修所（９コース） 

⑤ コミッショナーベーシックトレーニング（３コース） 

⑥ コミッショナー任務別研修 地区コミッショナー課程（２コース） 

⑦ コミッショナー任務別研修 県連盟コミッショナー課程（１コース） 

⑧ ウッドバッジ実修所第二教程（３コース） 
ＢＶＳ課程１コース、ＣＳ課程２コース 

⑨ 団委員実修所第二教程（１コース） 

⑩ スキルトレーニングの実施（各地） 

⑪ コミッショナー上級訓練（４件） 
 

（２）日本連盟トレーニングチームの充実（トレーナー訓練の開設） 

 参加者が本連盟の訓練方針と訓練体系を理解・受容し、各種の指導者訓練を行う技能

を修得することを目的として開設した。 

 

リーダートレーナーコース第４０期 

期 間：令和３年１０月２０日（水） 

          ～２４日（日） 

場 所：高萩スカウトフィールド 

履修者：９県連盟１３人 

副リーダートレーナーコース第６５期 

 期 間：令和３年１０月３０日（土） 

         ～１１月３日（水） 

 場 所：那須野営場 

 履修者：１７県連盟３０人 

 
２．日本連盟創立１００周年を目指した長中期計画から 

長中期計画検討タスクチームの検討を踏まえた今後の指導者養成体制について、主に以下

の点について協議を進めている。 

 

（１）団委員研修の見直し 

団委員長が任務中の支援（インサービス・サポート）を理解し団内指導者への直接的

な支援を団委員長が行えるように、団委員研修所のセッション内容を見直した。コース

前半のセッションは基本的な団の運営について理解する内容とし、後半は実際の運用に

ついて理解する内容として、セッションを組み替え、全体の流れを見直した。また、一

部のセッションについて、セッション名を変更した。 

団委員実修所については、団委員研修所の改定内容を踏まえて、引き続き見直しを検

資料：１ 
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討する。 

 

（２）トレーナーとしてＡＩＳを活用する 

ＡＩＳの理解を促進するために、ＡＩＳの内容を分析した上で日本に合わせた解釈と

してまとめた。今後は、日本連盟の指導者養成方針として日本版ＡＩＳを作成する予定

である。 

 

（３）任務中の支援（インサービス・サポート）の再構築 

隊や団の指導者を支え、モチベーションを維持・高揚し、スカウト運動に関与する成

人指導者の一層の成長を図るために、指導者としての活動をする中（任務中）で、さま

ざまな人（仲間）との関りを通じて支援を受ける（求める）『任務中の支援（インサー

ビス・サポート）』の重要性と更なる推進を目指して、支援の手引きを作成している。 

また、理解しやすいよう「インサービス・サポート」ではなく、「任務中の支援（イ

ンサービス・サポート）」と表現を変更することとする。 

 

（４）スキルトレーニングの見直し 

現状のスキルトレーニングはスカウトスキルを覚えるために履修、認定されることが

目的となってしまっている。スキルトレーニングの目的、目標を明確にし、多くの隊指

導者がスカウトスキルを活用し、野外での楽しいプログラムを展開できるようになるこ

とを目指して見直している。 

令和４年度は、実施展開方法について引き続き検討をすすめる。 

 

（５）スカウトコースの見直し 

平成２８年に試行してから６年間実施し、毎年、各県連盟ディレクターからの実施報

告をいだいてきた。その報告内容をふまえて、あらためて評価を行い、セッション内容

を見直した。 

コースの運営を理解しやすいように、所員用ハンドブックに説明を追記し言葉の表現

なども見直した。セッションについては、重複する内容を整理し、セッション名を含め

て内容を変更し、セッションの入替をすることでよりスムーズな展開ができるように改

善した。 
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令和３年度日本連盟主催指導者訓練開設状況 

 

 １．ウッドバッジ実修所 

課 程 期  数 期        間 場       所 開設担当 履修者 

ＢＶＳ 第 45 期 10/8(金)～10/11(月) 
那須野営場 

(栃木県那須塩原市) 
日本連盟 ６県連盟１４人 

Ｃ Ｓ 

第 172 期 7/22(木)～7/25(日) 
新城・吉川野営場 

(愛知県新城市) 
愛知連盟 ４県連盟１８人 

第 173 期 7/22(木)～7/25(日) 
和歌山市立青少年国際 

交流センター 

(和歌山県和歌山市) 
和歌山連盟 ７県連盟１３人 

第 174 期 R4/2/10(木)～2/13(日) 
源河野営場 

(沖縄県名護市) 
沖縄県連盟 （未開設） 

３コース１５県４５人  

（令和２年度：３コース１２県５３人） 

 

※新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、４コース（ＣＳ課程１コース、ＢＳ課程２コース、

ＶＳ課程１コース）が中止となった。 

 

 

 ２．団委員実修所 

期  数 期        間 場       所 開設担当 履修者 

第２９期 7/9(金)～7/11(日) 
川崎市青少年の家 

(神奈川県川崎市) 神奈川連盟 ７県連盟１６人 

１コース７県１６人  

（令和２年度：１コース６県１５人） 

 
※新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、１コースが中止となった。 

 

 

以 上 
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令和４年度指導者養成関係事業の取り組み予定（案） 

 
１．隊・団指導者への支援を効果的に展開する 

すべての成人指導者が、知識・技能・心構えの向上を目指し、活動の活性化に繋がる支援を

促進するために、ＡＩＳの促進を進め、成人のライフサイクルを構築し、すべての任にある

方への支援を実行するために、以下の施策に取り組む。 

 

（１）Adults in Scouting World Policyに基づいたすべての任務別研修の策定 

ＡＩＳの促進を進めると伴に、ＡＩＳに基づきすべての任務に対して研修ができる

ように体制を構築する。 

（２）隊指導者の必要としている支援強化 

スカウト運動の本質を理解し、ボーイスカウト活動の楽しいプログラム展開をすべ

ての部門において展開できるよう、指導者への支援と指導者自身が必要とされる支援

強化を進める。 

・ラウンドテーブル・各種訓練にとどまらない任務中の支援（インサービス・サポー

ト）の充実を図る。 

・コミッショナーラインによるきめ細かなサポートの体制と手法を構築する。 

・指導者定形訓練の充実（ウッドバッジ実修所所長・主任所員訓練の実施含む） 

・ローバースカウト隊の指導者訓練開発準備 

・指導者訓練の体系的位置づけの見直し 

（３）団組織の強化推進支援 

スカウト運動の本質を理解し、団運営の理解と任務中の支援（インサービス・サポ

ート）を理解し、団内指導者への直接的な支援を行えるよう、団委員長への支援強化

を進める。 

・指導者定形訓練の充実（団委員実修所所長・主任所員訓練の実施） 

（４）コミッショナー任務別研修の整備 

全てのコミッショナーに対してコミッショナー任務別研修を定着化し、コミッショ

ナーの質の向上を進める。 

・団担当コミッショナー任務別研修の開発準備 

（５）トレーナー制度の改革 

日本連盟トレーニングチームの役務内容を再確認し、チーム員各々の資質が向上す

る体制の構築を行う。 

・トレーナー研修（自己研修、現行コースの見直し） 

・トレーナー訓練（定時再訓練） 

・トレーニングにおける任務制限指導者訓練においての所長・主任の育成 

・県連盟ディレクターとの協働 

 

  

資料：２ 
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２．指導者訓練の実施 

 指導者訓練体系に基づく各種訓練を実施する。 

（１） ボーイスカウト講習会 

（２） ウッドバッジ研修所 スカウトコース、課程別研修 

（３） 団委員研修所 

（４） コミッショナーベーシックトレーニング、任務別研修 

（５） ウッドバッジ実修所 

（６） 団委員実修所 

（７） スキルトレーニングの推進 

（８） ウッドクラフトコース 

※(２)～(６)、（８）の開設予定は、日本連盟ホームページに掲載します。 

 

 

３．日本連盟トレーニングチームの充実 

 指導者訓練を支えていく日本連盟トレーニングチームの充実を図るために、以下の施策に

取り組む。 

（１）日本連盟トレーニングチームの在り方の見直し 

正副トレーナーの役割の見直しなど「トレーナー制度」全般の見直しを検討する。 

（２）各県連盟の協力のもと、トレーナー研究集会の実施 

（３）トレーナー訓練の開設  

リーダートレーナーコース第４１期（那須野営場） 

副リーダートレーナーコース第６６期（那須野営場） 

（４）新任トレーナーを養成する  

新任ＡＬＴ研修会（東西２会場） 
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令和４年度日本連盟主催指導者養成事業（訓練・会議）予定一覧 

１．ウッドバッジ実修所 

 

２．団委員実修所 
期  数 期         間 場          所 開設県連盟 

第３０期 5 月 3 日(火) ～ 5 月 5 日(木) 
川崎市青少年の家 

(神奈川県川崎市) 
神奈川連盟 

第３１期 9 月 17 日(土) ～ 9 月 19 日(月) 
五頭連峰少年自然の家 

(新潟県阿賀野市) 
新潟連盟 

第３２期 10 月 8 日(土) ～ 10 月 10 日(月) 
国立 磐梯青少年交流の家 

(福島県耶麻郡) 
福島連盟 

 

３．ウッドクラフトコース 
期  数 期         間 場          所 開設県連盟 

第２期 5 月 3 日(火) ～ 5 月 8 日(日) 
新城・吉川野営場 

(愛知県新城市) 
愛知連盟 

第３期 9 月 18 日(日) ～ 9 月 23 日(金) 
キャンプおおさか 

(大阪府枚方市) 
大阪連盟 

 

４．トレーナーコース 
リーダートレーナーコース第４１期 ６月２２日(水)～６月２６日(日) 那須野営場 

副リーダートレーナーコース第６６期 ６月８日(水)～６月１２日(日) 那須野営場 

 
５．各種会議・研修 

 
＜令和４年度ディレクター研究集会＞ 

令和４年１２月３日（土）～４日（日）・・・場所未定 
 

＜令和５年度ウッドバッジ実修所・団委員実修所 所長・主任所員会議＞ 
令和５年１月２８日（土）・・・・・・・・・場所未定 

 
＜令和４年度トレーナー研究集会＞ 

令和５年２月４日（土）～２月２６日（日）の間 
 

＜新任ＡＬＴ研修会＞ 
令和５年３月４日（土）および５日（日） 東西２会場（予定）で開催 

 
以 上 

課 程 期  数 期         間 場          所 開設県連盟 

ＢＶＳ 第４６期 11 月 3 日(木) ～ 11 月 6(日) 
那須野営場 

(栃木県那須塩原市) 
日本連盟 

Ｃ Ｓ 

第１７５期 4 月 30 日(土) ～ 5 月 3 日(火) 
MOA 大仁研修センター 

(静岡県伊豆の国市) 
静岡県連盟 

第１７６期 11 月 3 日(木) ～ 11 月 6(日) 
兵庫県立嬉野台生涯教育

センター(兵庫県加東市) 
兵庫連盟 

Ｂ Ｓ 

第２０２期 4月 30日(土) ～ 5月 4日(水) 
那須野営場 

(栃木県那須塩原市) 
千葉県連盟 

第２０３期 4月 30日(土) ～ 5月 4日(水) 
キャンプおおさか 

(大阪府枚方市) 
大阪連盟 

第２０４期 9 月 15 日(木) ～ 9 月 19 日(月) 
那須野営場 

(栃木県那須塩原市) 
埼玉県連盟 

Ｖ Ｓ 第３２期 11月 19日(土) ～ 11 月 23 日(水) 
脇山野営場 

(福岡県福岡市) 
福岡県連盟 
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ウッドバッジ研修所の見直し 

 
１．ウッドバッジ研修所の見直しの概要 

コースの運営を理解しやすいように、所員用ハンドブックに説明を追記し言葉の表現なども

見直しました。 

セッションについては、重複する内容を整理し、セッション名を含めて内容を変更し、セッ

ションの入替をすることでよりスムーズな展開ができるように改善しました。 

 

 

２．セッションの組み換え 

①    研修所について（６０分）  ウッドバッジ研修所について（６０分） 

②       基本動作（６０分）  基本動作（９０分） 

③    スカウト技能（２７０分）  スカウト技能（２７０分） 

④      野外炊事（５４０分）  野外炊事（５４０分） 

⑤     スカウト運動（９０分）  スカウト運動（６０分） 

⑥ 夜のプログラム（240分、150分）  夜のプログラム（240分、150分） 

⑦  安全教育と安全管理（９０分）  スカウト活動における安全（６０分） 

⑧      班長訓練（１２０分）  班長訓練（１２０分） 

⑨       班集会（１２０分）  班集会（１２０分） 

⑩   安全の構築と運用（６０分）  スカウト教育法（９０分） 

⑪ 班の活動（班ハイク）（１５０分）  班の活動（班ハイク）（１５０分） 

⑫       隊集会（１８０分）  隊集会（１８０分） 

⑬     スカウト教育（６０分）  安全の運用（６０分） 

⑭  指導者の役割と責務（９０分）  隊指導者の役割と責務（９０分） 

 

※所員ハンドブックについては、別資料を参照してください。 

 

資料：３ 
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ウッドバッジ研修所スカウトコース日程表（基本型）

※第４日の日程については、開設県連盟の判断によりセッションの順序を入れ替える事ができる。なお各セッションの時間を変更する事は出来ない。

1710 11 12

90

75

§２
基本動作

90

§５
スカウト運動

60

§４－Ⅰ
野外炊事－Ⅰ
（夕食を含む）

20

§４－Ⅳ
野外炊事－Ⅳ

入
　
　
門

開
　
所
　
式

記
念
写
真
撮
影

1530

§１
ウッドバッジ研修

所について

60

21

第
１
日

　
月
　
日
（

 
）

受
　
付
　
開
　
始

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

§６－Ⅰ
夜のプログラ

ム－Ⅰ
（歓迎の営火）

30 60 30

87 13 14 15 16

オリエンテーション

（昼食を含む）

§３－Ⅰ
スカウト技能（野営技能）

（設営を含む）

120 120

受
　
　
付

隊
編
成
式

18 199

第
４
日

　
月
　
日
（

 
）

点
　
　
　
検

朝
　
　
　
礼

ス

カ

ウ

ツ

オ

ウ

ン

・

サ
ー

ビ

ス

ゲ
　
ー

　
ム

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

§１１
班の活動

（班ハイク）

120

§４－Ⅲ
野外炊事－Ⅲ

（夕食・サイト改善を含む）

§６－Ⅱ
夜のプログラム－Ⅱ

（夜間ゲーム）

第
３
日

　
月
　
日
（

 
）

点
　
　
　
検

朝
　
　
　
礼

ス

カ

ウ

ツ

オ

ウ

ン

・

サ
ー

ビ

ス

ゲ
　
ー

　
ム

90 30

§１２
隊集会

§１３
安全の運用

§４－Ⅴ
野外炊事－Ⅴ

（夕食・サイト改善を含む）

§６－Ⅲ
夜のプログラム－Ⅲ
（キャンプファイア）

第
２
日

　
月
　
日
（

 
）

点
　
　
　
検

朝
　
　
　
礼

ス

カ

ウ

ツ

オ

ウ

ン

・

サ
ー

ビ

ス

ゲ
　
ー

　
ム

90

§９
班集会

（班長訓練技能伝達・班ハイ
ク準備・ソング・スタンツ）

§１０
スカウト教育法

120

§７
スカウト活動に

おける安全

60

§８
班長訓練

120

§４－Ⅱ
野外炊事－Ⅱ
（昼食を含む）

90

7

150

208 9 10 11 12 13 14

30

30

19 21

§１４

隊指導者の役割と
責務

90

§３－Ⅱ
スカウト技能（野営技能）

（撤営）

15 16 17 18

150 90 180 60 120

閉
　
所
　
式

解

散

-
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ウッドバッジ研修所スカウトコース日程表（一括型）

§４－Ⅴ
野外炊事－Ⅴ

（夕食・サイト改善を含む）

§１１
班の活動

（班ハイク）

11

オリエンテーション

（昼食を含む）

75

§５
スカウト運動

60

§４－Ⅰ
野外炊事－Ⅰ
（夕食を含む）

12090

§３－Ⅰ
スカウト技能（野営技能）

（設営を含む）

120

60

§７
スカウト活動に

おける安全

§８
班長訓練

120

§４－Ⅱ
野外炊事－Ⅱ

90

§９
班集会

（班長訓練技能伝達・班ハイ
ク準備・ソング・スタンツ）

6090

※第４日の日程については、開設県連盟の判断によりセッションの順序を入れ替える事ができる。なお各セッションの時間を変更する事は出来ない。

90

18 199 2114 15 16 17

3060 60

10 12 13

60 30

7 20

180

8

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

§４－Ⅳ
野外炊事－Ⅳ
（昼食を含む）

§１２
隊集会

点
　
　
　
検

朝
　
　
　
礼

課程別研修
§５

昼食
課程別研修

§２
課程別研修

§４

朝
　
　
　
礼

ス

カ

ウ

ツ

オ

ウ

ン

・

サ
ー

ビ

ス

ゲ
　
ー

　
ム

12090 60

課程別研修
§３

30

解

散

§１３
安全の運用

点
　
　
　
検

§１４
隊指導者の役割と

責務

閉
　
所
　
式

閉
　
所
　
式

第
１
日

第
２
日

第
３
日

第
４
日

　
月
　
日
（

 
）

　
月
　
日
（

 
）

受
　
付
　
開
　
始

　
月
　
日
（

 
）

　
月
　
日
（

 
）

150

150

§３－Ⅱ
スカウト技能（野営技能）

（撤営）

課程別研修
§１

点
　
　
　
検

朝
　
　
　
礼

ス

カ

ウ

ツ

オ

ウ

ン

・

サ
ー

ビ

ス

ゲ
　
ー

　
ム

30

隊
編
成
式

入
　
　
門

開
　
所
　
式

記
念
写
真
撮
影

30 15

120 90 30

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

§４－Ⅲ
野外炊事－Ⅲ

（夕食・サイト改善を含む）

§６－Ⅱ
夜のプログラム－Ⅱ
（キャンプファイア）

§１０
スカウト教育法

120 90

20 21

30

班
長
会
議
・
今
日
の
話
題

30

§６－１
夜のプログラ

ム－Ⅰ
（夜間ゲーム）

7 8

60

14 15 16 17 18 199 10 11 12 13

受
　
　
付

§１
ウッドバッジ研修

所について

60

§２
基本動作

-
1
0
-



団委員研修所の見直し 

 
１．団委員研修所の見直しの概要 

団委員長が任務中の支援（インサービス・サポート）を理解し団内指導者への直接的な支援

を団委員長が行えるように、団委員研修所のセッション内容を見直しました。コース前半の

セッションは基本的な団の運営について理解する内容とし、後半は実際の運用について理解

する内容として、セッションを組み替え、全体の流れを見直しました。また、一部のセッシ

ョンについて、セッション名を変更しています。 

 

 

２．セッションの組み換え 

①   団委員研修所について（３０分）  団委員研修所について（３０分） 

②       スカウト運動（６０分）  スカウト運動（６０分） 

③         団の組織（６０分）  団の組織（６０分） 

④   団委員会の組織と機能（６０分）  育成会と団委員会（５０分） 

⑤   隊から求められる支援（９０分）  団委員会の組織と機能（６０分） 

⑥    隊指導者と団委員会（６０分）  団委員会の事務と業務（９０分） 

⑦          団会議（９０分）  隊指導者の養成と支援（６０分） 

⑧ スカウトの進級と団委員会（６０分）  団会議（９０分） 

⑨   団委員会の事務と業務（９０分）  スカウトの進級と団委員会（６０分） 

⑩     育成会と団委員会（５０分）  安全計画（６０分） 

⑪         安全計画（６０分）  安全対策と危機管理（１２０分） 

⑫   安全対策と危機管理（１２０分）  隊を支援する方法（９０分） 

⑬      団の年間計画（１４０分）  団委員会と団会議の連携（１５０分） 

⑭ 団委員会と団会議の連携（１５０分）  団の年間計画（１４０分） 

⑮       スカウト募集（８０分）  スカウト募集（８０分） 

⑯        団への支援（６０分）  団への支援（６０分） 

 

※所員ハンドブックについては、別資料を参照してください。 

 

資料：４ 
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受付

G編成

新

自主点検

新

　

変更のポイント

初日に、団指導者としての基本的事項を学ぶ

2日目には、初日に学んだ事項をもとに、活用することや手法を学ぶ

最終日は、今まで通り募集事項（応用展開編）と団への支援ということでまとめる

休
憩

休
憩団委員会

の組織と機
能（§4）

15 16 17

30

育成会と
団委員
会（§
10）

休
憩

休
憩

今
日
の
話
題

消
灯

開
会
式

5 50 5 60

§３

団の組織

60 90 50

§１２

隊を支援する方法
（§5）

90 5

団の年間計画（§13）

5 50

60 3030 30

休
憩

休
憩

10

§１６

質
疑
応
答

閉
会
式

団への支援

30

30 60 5

朝
食

朝
食

朝
礼

§８

団会議（§7）

21

§６

団委員会の
事務と業務
（§9）

夕食

チェックイン

第
２
日 朝

礼

§９

スカウトの
進級と
団委員会
（§8）

第
３
日

§１５

30

昼食

45

§１０

安全計画
（§11）

60

§１１

安全対策と
危機管理（§12）

120

80

7 8 9 10

§４ §５

56030

11 12

第
１
日

§１ §２

団委員
研修所
につい
て

スカウト運動
昼
食

グ
ル
ー

プ
タ
イ
ム

45

13 14

休
憩

夕食

30

今
日
の
話
題

団委員研修所　基本日程表
22

スカウト募集

§１４

140150

団委員会と団会議の連携
（§14）

§１３

消
灯

5 60 5 90

18

休
憩

休
憩

§７

隊指導者
の養成と支

援
（§6）

19 20

-
1
2
-



令和３年度トレーナー研究集会 研究テーマ       

 

（研究内容の設定趣旨） 
２０１６年より日本連盟創立１００周年に向けた、長中期計画に沿って、様々な施策に

取り組んでいますが、どれもトレーナーが担う部分が多く、スカウト運動の目的、原理、

方法を実践的に取り入れながら指導者の資質向上をねらいとしています。 

トレーナーとして、指導者訓練の手法を研究し、良き訓練となるよう支援すると共に、

自身の資質向上につながる研修をトレーニングチーム全体で考え、その資質向上は互いに

研究内容を共有し、同じ方向性をもち統一を図ることが必要となります。日本連盟トレー

ニングチームとして研鑽を重ねます。 

 

テーマ①：「指導者訓練の手法について」 

 

（研究のポイント） 

１． 訓練（導入・基礎・上級訓練、定型外訓練）に適した基本的な訓練手法 

２． 訓練目標達成のために適切な訓練資機材の選択と開発 

※「効果的訓練方法と手法」を活用する。 

 

テーマ②：「トレーナー資質の向上につながる研修企画について」 

 

（研究のポイント） 

昨年度のディレクター研究集会で、トレーナーの資質向上のための具体的施策立案につ

いてグループディスカッションをし、今年度各県連盟で実施をしていただくこととして

いました。次のステップとして、トレーナー各自で研修企画を考え、研究を深めること

を実施します。 

 

 

 

以 上 

 

資料：５ 
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                      【参考資料】 

 

 

 

 

 ・日本連盟トレーナー年齢別一覧（令和４年１月１日現在） 

 

 ・日本連盟トレーナー内訳グラフ（令和４年１月１日現在） 

 

 ・令和３年度隊・団指導者上級訓練第二教程 

       および成人指導者訓練コース基本訓練履修状況 

 

 ・加盟登録状況表(令和３年１２月３１日現在)  
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日本連盟トレーナー年齢別一覧　（令和４年１月１日現在）※休務者を除く （単位：人）
　　　　　　　平成９年１０月１日現在　  

年齢   26～29歳   30～34歳   35～39歳   40～44歳   45～49歳   50～54歳   55～59歳    60歳    61歳    62歳    63歳    64歳    65歳 L T ALT 合

県連盟 L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT L T ALT 計 計 計

北海道  1 1 3 1 1 4 1 1 5 8 13
青　森  2 1 1 2 2 4
岩　手  1 1 2 2
宮　城  2 1 1 1 1 4 2 6
秋　田  1 1 1 1 2 3
山　形  1 1 1 1 2
福　島  1 1 1 1 2 3
茨　城  1 1 3 3 1 3 1 5 8 13
栃　木  1 2 1 1 1 1 1 1 3 6 9
群　馬  1 2 1 1 1 1 2 2 5 6 11
埼　玉  1 5 2 2 5 1 1 3 2 1 3 1 9 18 27
千　葉  1 1 2 2 5 1 1 5 3 1 1 3 1 1 6 22 28
神奈川  3 3 1 7 1 3 2 3 2 1 1 1 2 1 11 20 31
山　梨  3 1 4 4
東　京  1 1 9 2 5 6 8 1 2 3 5 1 3 3 2 1 2 2 1 19 39 58
新　潟  1 2 2 1 1 4 3 7
富　山  2 1 1 1 1 1 5 2 7
石　川  1 1 2 1 1 4 5
福　井  1 1 1 1 1 3 4
長　野  1 1 1 1 1 1 2 4 6
岐　阜  3 2 2 1 1 1 1 1 4 8 12
静　岡  2 1 5 3 4 8 3 1 3 1 1 2 3 11 26 37
愛　知  6 5 1 9 4 8 5 6 3 2 2 1 1 1 2 2 1 18 41 59
三　重  1 3 1 1 1 5 6
滋　賀  1 3 1 1 1 1 3 5 8
京　都  1 1 2 4 1 1 2 3 1 2 1 8 11 19
兵　庫  1 1 1 4 3 1 1 2 2 2 1 1 9 11 20
奈　良  1 1 1 1 3 1 1 1 2 8 10
和歌山  1 1 1 1 2 2 4
大　阪  1 1 3 2 5 8 6 1 2 1 2 2 2 1 17 20 37
鳥　取  1 1 1 1 1 1 4 5
島　根  1 1 1
岡　山  1 1 1 1 2
広　島  1 1 1 1 2
山　口  2 1 1 1 4 1 5
徳　島  1 1 1
香　川  1 1 1 1 2
愛　媛  1 1 1 1 1 1 4 5
高　知  
福　岡  1 1 1 2 1 3 1 1 6 5 11
佐　賀  2 2 2
長　崎  1 1 2 2
熊　本  1 1 1 1 2
大　分  1 1 1 3 3
宮　崎  1 1 1 1 2 3
鹿児島  1 1 1 1 1 1 1 2 5 7
沖　縄  1 1 1 1 1 3 2 5
合計 4 10 4 22 11 43 24 47 56 82 12 23 18 28 17 25 20 16 8 16 13 14 183 330 513

年代別 30歳代合計 14 人 40歳代合計 80 人 50歳代合計 209 人 60歳代合計 210 人
（割合） (40.9%)

20歳代0人
(40.7%)(2.7%) (15.6%)

-
1
5
-



日本連盟トレーナー内訳グラフ　（令和４年１月１日現在）※休務者を除く

LT
36%

ALT
64%

役務別内訳

男性
87%

女性
13%

男女別内訳

30代
0%

40代
8%

50代
44%

60代
48%

LT年齢別内訳20代
0%

30代
4%

40代
20%

50代
39%

60代
37%

ALT年齢別内訳

20代
0%

30代
3%

40代
15%

50代
41%

60代
41%

年齢別内訳

北海道・東北
6%

関東
35%

中部
28%

近畿
19%

中国・四国
5%

九州・沖縄
7%

ブロック別内訳

-
1
6
-



令和３年度　隊・団指導者上級訓練課程第二教程および成人指導者訓練コース基本訓練履修状況
（１）隊指導者上級訓練課程「ウッドバッジ実修所」 令和３年１１月３０日現在 （２）団指導者上級訓練課程「団委員実修所」

課　程

開　設
期　数 第 45 期 第 172 期 第 173 期 期　数 第 29 期
期　間 小 期　間 小

　 　
計 計

所　長 所　長
主任所員 主任所員
所　員 6 人 6 人 6 人 所　員 6 人
履修者 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 履修者 男 女 計 男 女 計
北海道 北海道
青　森 青　森
岩　手 岩　手
宮　城 宮　城
秋　田 秋　田
山　形 山　形
福　島 福　島
茨　城 茨　城 1
栃　木 栃　木
群　馬 群　馬
埼　玉 1 2 3 1 2 3 1 埼　玉 1 1 1 1 2
千　葉 1 1 2 1 1 2 12 千　葉 1 1 1 1
神奈川 3 3 1 1 4 4 1 神奈川 8 8 8 8 2
山　梨 山　梨
東　京 2 3 5 2 2 4 3 7 6 東　京 2 2 2 2 3
新　潟 新　潟
富　山 富　山
石　川 1 1 1 1 石　川
福　井 1 福　井
長　野 1 1 1 1 長　野
岐　阜 1 1 1 1 4 岐　阜
静　岡 1 2 3 1 2 3 5 静　岡
愛　知 8 4 12 8 4 12 9 愛　知 1 1 2 1 1 2 1
三　重 1 1 1 1 三　重
滋　賀 滋　賀
京　都 1 1 1 1 京　都
兵　庫 1 1 1 1 6 兵　庫 1 1 1 1 6

奈　良 3 1 4 3 1 4 2 奈　良

和歌山 1 1 1 1 和歌山
大　阪 2 1 3 2 1 3 大　阪
鳥　取 鳥　取
島　根 島　根
岡　山 岡　山
広　島 広　島
山　口 山　口
徳　島 徳　島
香　川 香　川
愛　媛 愛　媛
高　知 高　知
福　岡 5 福　岡
佐　賀 佐　賀
長　崎 長　崎
熊　本 熊　本 1 1 1 1
大　分 1 大　分
宮　崎 宮　崎
鹿児島 鹿児島
沖　縄 沖　縄

8 6 14 11 7 18 10 3 13 29 16 45 53 14 2 16 14 2 16 15
6 県連盟 4 県連盟 7 県連盟 15 県連盟 7 県連盟 7 県連盟

前

年

度

履

修

者

数

鵜　飼　明　宏

川崎市青少年の家

愛知連盟

7/22～7/25

新城・吉川野営場

佐々木　まさ子

前

年

度

履

修

者

数

神奈川連盟

7/9～7/11

髙　村　義　則 川　口　由　美 熊　谷　　　豊

合計 合計

奥　久　英　祐林　　由 美 子
新　谷　浩　朗

場　所 那須野営場

開　設

和歌山市立

青少年国際交流センター

和歌山連盟

7/22～7/25

日本連盟

10/8～10/11

場　所

ＢＶＳ課程 ＣＳ課程

-
1
7
-



（３）ウッドクラフトコース （４）成人指導者訓練コース

期　別 第 65 期 第 40 期
期　間

Ｃ　Ｄ
Ｃ　Ｓ
スタッフ 9 人 6 人
履修者 男 女 計 男 女 計
北海道
青　森 1
岩　手
宮　城
秋　田
山　形 1 1
福　島
茨　城 1 1
栃　木
群　馬
埼　玉 1 1 2 4
千　葉 2 2 1 1
神奈川 4 4 2 2 3
山　梨 1
東　京 2 2 3
新　潟 1
富　山
石　川
福　井
長　野 1 1
岐　阜
静　岡 1 1 2 2 2 3
愛　知 4 4 1 1 2 6
三　重 1 1 1 1
滋　賀 2 2 1
京　都
兵　庫 2 2

奈　良 1 1 1 1

和歌山
大　阪 1 1 2 2 2 2
鳥　取
島　根
岡　山
広　島 1 1
山　口 1
徳　島
香　川
愛　媛 1 1
高　知
福　岡 1 1 2
佐　賀
長　崎 1
熊　本
大　分
宮　崎
鹿児島
沖　縄 1 1 1 1

25 5 30 12 1 13 29
17 県連盟 9 県連盟

吉　野　博　樹

前

年

度

履

修

者

数

合計

新型コロナウイルスの感染拡大対策とし

て、全て開設を中止した。

那須野営場 高萩スカウトフィールド

栗　田　哲　郎
平　田　恭　一

コース名
副リーダートレーナー

コース

リーダートレーナー

コース

10/30～11/3 10/20～10/24

場　所

石　原　有紀子

-
1
8
-



№１

現在数 前年同月末 増　減 前年同月比 前年度末数 増　減 前年度比

82,561      85,577 -3,016 96.48% 85,966 -3,405 96.04%

47,221      48,593 -1,372 97.18% 48,934 -1,713 96.50%

ビーバースカウト数 6,966       6,920 46 100.66% 7,152 -186 97.40%

カブスカウト数 14,129      14,681 -552 96.24% 14,754 -625 95.76%

ボーイスカウト数 13,563      14,237 -674 95.27% 14,243 -680 95.23%

ベンチャースカウト数 5,878       5,958 -80 98.66% 5,962 -84 98.59%

ローバースカウト数 6,685       6,797 -112 98.35% 6,823 -138 97.98%

20,332      21,287 -955 95.51% 21,312 -980 95.40%

ビーバー隊指導者数 3,730       3,974 -244 93.86% 3,981 -251 93.70%

カブ隊指導者数 6,835       7,115 -280 96.06% 7,123 -288 95.96%

ボーイ隊指導者数 5,409       5,722 -313 94.53% 5,728 -319 94.43%

ベンチャー隊指導者数 2,641       2,738 -97 96.46% 2,739 -98 96.42%

ローバー隊指導者数 1,717       1,738 -21 98.79% 1,741 -24 98.62%

14,159      14,868 -709 95.23% 14,890 -731 95.09%

356          354 2 100.56% 356 0 100.00%

493          475 18 103.79% 474 19 104.01%

23,440      24,077 -637 97.35% 24,217 -777 96.79%

女子スカウト数 12,969      13,152 -183 98.61% 13,270 -301 97.73%

女子指導者数 6,827       7,085 -258 96.36% 7,096 -269 96.21%

女子団委員等数 3,644       3,840 -196 94.90% 3,851 -207 94.62%

1,783        1,852 -69 96.27% 1,856 -73 96.07%

1,781       1,846 -65 96.48% 1,850 -69 96.27%

1             5 -4 20.00% 5 -4 20.00%

1 1 0 100.00% 1 0 100.00%

75            66 9 113.64% 61 14 122.95%

7,238        7,498 -260 96.53% 7,508 -270 96.40%

7,021       7,267 -246 96.61% 7,279 -258 96.46%

43            72 -29 59.72% 69 -26 62.32%

174          159 15 109.43% 160 14 108.75%

1,351       1,404 -53 96.23% 1,408 -57 95.95%

1,602       1,668 -66 96.04% 1,669 -67 95.99%

1,642       1,715 -73 95.74% 1,718 -76 95.58%

1,433       1,482 -49 96.69% 1,483 -50 96.63%

1,210       1,229 -19 98.45% 1,230 -20 98.37%

110          110 0 100.00% 110 0 100.00%

カブ隊数

ボーイ隊数

ベンチャー隊数

ローバー隊数

スカウトクラブ数

ビーバー隊数

女子加盟員数

団　数

継続団

新設団

復活団

継続未了団

隊　数

継続隊

新設隊

復活隊

スカウトクラブ会員数

資料：

加盟登録状況表
令和3年12月31日現在

加盟員総数

スカウト数

指導者数

団委員数

役職員数

-19-
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電 話 ： 03-6913-6262(代表)  

ＦＡＸ ： 03-6913-6263 

E-mail ： training@scout.or.jp 

 

 

 


